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教
育
委
員
会
は
、
教
育
の
振
興

と
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
２
個
人

３
団
体
を
教
育
功
労
者
と
し
て
、

２
月　

日
に
表
彰
し
ま
す
。　

２８

　

問
合
せ
は
教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
８
３
１
）へ
。

　

◆
安
野　

照
子
さ
ん　

　

永
年
に
わ
た
り
上
甲
子
園
地
区
青
少
年
愛
護

協
議
会
会
長
と
し
て
、
地
域
の
青
少
年
の
健
全

育
成
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
西
宮
市
青

少
年
愛
護
協
議
会
の
会
長
や
役
員
と
し
て
、
市

内
全
地
区
の
青
少
年
愛
護
協
議
会
の
発
展
に
も

寄
与
す
る
な
ど
、
本
市
の
青
少
年
健
全
育
成
に

大
き
く
貢
献
し
た
。　

　

◆
野
見　

康
雄
さ
ん　

　

永
年
に
わ
た
り
西
宮
市
展
の
審
査
員
や
明
日

を
に
な
う
西
宮
の
作
家
展
の
出
品
者
推
薦
委
員

を
務
め
る
な
ど
、
デ
ザ
イ
ン
美
術
の
普
及
・
振

興
に
尽
力
し
た
。
ま
た
、
西
宮
芸
術
文
化
協
会

会
員
に
な
り
、
野
外
文
化
事
業
や
芸
術
祭
な
ど

の
実
行
委
員
と
し
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
芸

術
文
化
の
推
進
と
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

西
宮
市
剣
道
連
盟
主
催

の
西
宮
市
少
年
剣
道
錬

　

成
大
会

　

◆
西
宮
市
剣
道
連
盟　

　

設
立
以
来　

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
本
市

６５

の
剣
道
の
普
及
・
振
興
に
尽
力
。
地
区
公
民

館
・
学
校
な
ど
で
剣
道
の
普
及
活
動
を
行
う

ほ
か
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も
尽
く
し
て

い
る
。
イ
ギ
リ
ス
剣
道
連
盟
と
の
親
善
稽
古

（
げ
い
こ
）を
行
い
、
国
際
交
流
を
深
め
る
な

ど
、市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
。

　

◆
西
宮
市
卓
球
協
会　

　

設
立
以
来　

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
本
市

６０

の
卓
球
競
技
の
普
及
・
振
興
に
尽
力
。
会
長

杯
争
奪
卓
球
大
会
や
市
長
盾
争
奪
卓
球
大
会

な
ど
の
開
催
の
ほ
か
、
国
際
親
善
と
し
て
日

中
交
歓
卓
球
大
会
の
開
催
や
ソ
ウ
ル
市
・
紹

興
市
を
訪
問
す
る
な
ど
、
卓
球
競
技
を
通
じ

て
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
大
き
く
寄
与
。

　

◆
西
宮
市
陸
上
競
技
協
会　

　

設
立
以
来　

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
本
市

５４

の
陸
上
競
技
の
普
及
・
振
興
に
尽
力
。
陸
上

競
技
の
統
括
、
普
及
事
業
な
ど
を
行
い
、
様

々
な
大
会
の
競
技
部
門
で
中
心
的
役
割
を
担

い
大
会
の
円
滑
な
運
営
に
貢
献
す
る
な
ど
、

陸
上
競
技
を
通
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
青
少

年
の
健
全
育
成
に
も
大
き
く
寄
与
。

功績のあった2個人3団体に贈呈
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西
宮
市
陸
上
競
技
協
会

（
市
民
体
育
大
会
に
て
）

西
宮
市
卓
球
協
会
主
催
の

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
団
体

卓
球
大
会

　

本
市
は
、「
愛
と
希
望
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
す
べ
て
の
市
民
が
、
元
気
で
輝
く

ま
ち
、
だ
れ
も
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
願
う
個
性

豊
か
な
文
教
住
宅
都
市
・
西
宮
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。
現
在
、
若
い
子
育
て
世
代
を
中
心
と

し
た
市
民
の
増
加
が
続
き
、
人
口
も　

万
7
０
０
０
人
を
超

４６

え
て
県
下
第
３
位
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
ち
に
活
気
と
に
ぎ

わ
い
が
あ
ふ
れ
、
着
実
に
阪
神
間
の
中
核
都
市
と
し
て
発
展

し
て
い
ま
す
。　

　

一
方
、
震
災
後
の
復
旧
復
興
事
業
や
こ
れ
ま
で
の
長
期
に

わ
た
る
経
済
不
況
、
ま
た
高
齢
化
・
人
口
増
に
と
も
な
う
行

政
需
要
の
増
大
な
ど
に
よ
り
、
深
刻
な
財
政
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
本

市
の
さ
ら
な
る
発
展
を
願
い
、
未
来
に
誇
り
の
も
て
る
ま
ち

を
創（
つ
く
）る
た
め
、昨
年　

月
に
改
訂
し
た「
第
３
次
西
宮

１１

市
行
財
政
改
善
実
施
計
画
」に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
、
ま
ず
は
じ
め
に
市

１７

長
・
議
員
な
ど
特
別
職
の
報
酬
や
職

員
給
料
の
減
額
、
職
員
数
の
減
員
な

ど
内
部
管
理
経
費
の
削
減
を
行
い
ま

し
た
が
、
普
通
交
付
税
が
当
初
予
算

額
を
約　

億
円
も
下
回
る
な
ど
、
一

１６

段
と
財
政
状
況
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
以
降
も
、公
債
費（
借
入
金

１８
返
済
）
が
依
然
と
し
て
高
水
準
で
推

移
し
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響

と
合
わ
せ
て
、
厳
し
い
財
政
状
況
が

続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の

た
め
、
さ
ら
に
市
長
等
特
別
職
の
退

職
手
当
の
見
直
し
、
職
員
の
特
殊
勤

務
手
当
の
見
直
し
、
職
員
減
員
数
の

引
き
上
げ
な
ど
の
内
部
管
理
経
費
の

削
減
や
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
も
痛
み

を
分
か
ち
合
っ
て
い
た
だ
く
市
単
独

扶
助
費
の
見
直
し
な
ど
を
行
い
、
歳

出
削
減
と
歳
入
確
保
を
図
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
ご
負
担
を

お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

第
3
次
西
宮
市
行
財
政
改
善
実
施
計
画
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

で
き
な
く
な
り
ま
す
。　

　

平
成　

年　

月
に
は
、　

年
度
以
降
に

１７

１１

１８

取
り
組
む
項
目
の
具
体
化
や
、
取
り
組
み

　

市
が
赤
字
再
建
団
体
に
な
る
と
、
サ
ー

ビ
ス
水
準
の
大
幅
な
切
り
下
げ
な
ど
に
よ

り
、
市
の
独
自
性
に
よ
る
自
治
体
運
営
が

項
目
の
追
加
を
行
う
改
訂
を
行
い
ま
し
た
。

　

年
３
月
開
催
予
定
の
市
議
会
第　

回
定

１８

１２

例
会
に
、
こ
の
改
訂
内
容
を
反
映
し
た　
１８

年
度
当
初
予
算
案
を
提
案
し
ま
す
。 推計人口…４６万７１７５人（女２４万５１４１人、男２２万２０３４人）

世帯数…１９万３４９７ 　面積…100.18�　平成18年（200６年）2月1日現在

次
ペ
ー
ジ
で
、
同
実
施
計
画
の

主
な
取
り
組
み
内
容
を
紹
介

　　　　　　　　< 普通会計市債残高 >　　　　グラフ２ 　　　　　　< 市税収入 > 　　　　グラフ１

　

市
税
収
入（
グ
ラ
フ
1
参
照
）は
、
個
人
所
得

の
落
込
み
や
地
価
の
下
落
に
よ
り
減
少
が
続
い

て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
当
初
予
算
額
は

１８

７
８
６
億
６
４
０
０
万
円
で
、
景
気
の
回
復
や

定
率
減
税
の
縮
減
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
に
比

べ　

億
円
の
増
収
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１９

　

一
方
、
地
方
交
付
税
の　

年
度
当
初
予
算
額

１８

は　

億
９
５
０
０
万
円
で
、
前
年
度
に
比
べ　

５９

３３

億
円
も
の
大
幅
減
収
に
な
っ
て
お
り
、
深
刻
な

財
源
不
足
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

〔
市
税
・
地
方
交
付
税
の
状
況
〕

　

普
通
会
計
の
市
債
残
高（
グ
ラ
フ
２
参
照
）は
、

震
災
に
と
も
な
い
多
額
の
市
債
を
発
行
し
た
た

め
、ピ
ー
ク
時
の
平
成　

年
度
末
に
は
３
１
３

１０

３
億
円
に
膨
れ
上
が
り
、震
災
前
の
５
年
度
末

残
高
９
６
８
億
円
の
３
・
２
倍
に
達
し
て
い
ま

し
た
。　

年
度
末
の
市
債
残
高
の
見
込
み
は
２

１７

３
０
２
億
円
で
、
今
後
は
、
年
次
的
に
新
た
に

発
行
す
る
市
債
を
加
え
た
と
し
て
も
徐
々
に
減

少
し
て
い
き
ま
す
が
、震
災
前
の
水
準
に
戻
る

に
は
相
当
の
期
間
を
要
し
ま
す
。

〔
市
債
（
借
入
金
）
の
状
況
〕

　

震
災
後
、
毎
年
度
多
額
の
財
源
不
足
を
補
う

た
め
基
金
を
取
り
崩
し
、
収
支
の
均
衡
を
保
っ

て
き
ま
し
た
。
平
成　

年
度
に
お
い
て
も
、
多

１８

額
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
残
さ
れ

た
基
金
を
全
額
取
り
崩
さ
ざ
る
を
得
な
い
状
況

に
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
基
金
（
貯
金
）
の
状
況
〕

市の財政状況のあらま市の財政状況のあらましし第
3
次
西
宮
市
行
財
政
改
善
実
施
計
画

第
3
次
西
宮
市
行
財
政
改
善
実
施
計
画
のの

あ
ら
ま
し

あ
ら
ま
し　

問合せは財政課（０７９８・３５・３４１４）へ

問
合
せ
は
行
財
政
改
善
グ
ル
ー
プ

（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
４
９
４
）へ

野
見
康
雄
さ
ん

安
野
照
子
さ
ん

平
成　

年
度
ま
で
の
目
標
額
約
２
１
１
億
円

20


